
瀬
戸
内
海
の
海
を
西
に
西
に
、
門
司
、
下
関
へ
と
進
み
、
九
州

の
西
海
岸
を
南
へ
玄
海
の
荒
波
を
か
き
わ
け
進
ん
だ
。「
六
甲
丸
」

は
木
の
葉
の
よ
う
に
ゆ
ら
れ
、
九
尺
四
方
に
分
隊
十
二
人
、
装
具

が
あ
り
、
身
動
き
も
出
来
な
い
状
態
で
し
た
。

九
州
も
み
え
な
く
な
り
、
船
は
南へ
南
へ
と
島
一
つ
見
え
な
い

海
を
何
日
も
過
ぎ
、
台
湾
が
み
え
て
来
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
海
に

な
れ
な
い
自
分
は
何
日
も
食
欲
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
長
い
十

二
日
間
の
船
旅
の
の
ち
、
南
支
香
港
が
み
え
、
さ
ら
に
南
支
第
一

の
珠
江
が
み
え
て
き
ま
し
た
。

海
か
と
思
わ
れ
る
河
で
船
か
ら
上
陸
す
る
と
、
素
足
の
支
那
人

ば
か
り
、
野
も
山
も
木
も
な
い
、
芭
蕉
の
林
で
、
大
陸
に
来
た
よ

う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。
広
東
市
外
の
西
村
に
着
き
こ
こ
が
鳳
八
九

六
四
部
隊
で
、
大
隊
長
は
笠
柄
徳
一
大
尉
で
し
た
。
自
分
等
は
機

関
銃
中
隊
安
田
中
尉
、
教
育
係
と
し
て
田
村
軍
曹
、
横
井
伍
長
、

塩
山
兵
長
、
田
和
上
等
兵
で
す
。

一
月
と
は
い
え
南
支
は
暑
く
初
年
兵
教
育
が
こ
れ
か
ら
つ
づ
き

ま
し
た
。
毎
日
が
内
地
と
同
じ
で
初
年
兵
教
育
は
つ
ら
い
。
今
日

一
日
だ
け
は
無
事
に
お
わ
る
よ
う
毎
日
郷
里
の
氏
神
様
の
方
に
向

か
っ
て
手
を
あ
わ
せ
る
の
で
あ
っ
た
。
友
達
が
悪
く
て
も
初
年
兵

が
叱
ら
れ
る
な
ど
自
分
の
人
生
で
は
じ
め
て
で
し
た
。

十
か
月
の
軍
隊
生
活
、
い
よ
い
よ
自
分
等
の
帰
る
日
が
来
ま
し

た
。
昭
和
十
二
年
兵
以
前
の
者
は
帰
る
こ
と
に
な
り
、
今
度
は
七

千
五
百
屯
の
「
コ
ロ
ン
ビ
ヤ
丸
」
に
乗
船
、
三
隻
の
船
団
で
進
む

と
島
影
か
ら
敵
機
二
機
が
船
を
目
掛
け
て
う
っ
て
く
る
。
こ
の
時

に
自
分
は
二
人
で
対
空
艦
視
に
立
ち
、
戦
友
の
武
田
に
弾
が
あ
た

り
戦
死
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
、
十
数
人
の
死
者
も
出
ま
し
た
。

船
は
飛
行
機
で
護
衛
さ
れ
長
い
船
旅
の
の
ち
、
広
島
宇
品
に

帰
っ
て
来
ま
し
た
。

名
古
屋
中
部
第
二
部
隊
に
帰
り
家
に
帰
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
こ
れ
が
南
支
派
遣
軍
の
第
一
回
召
集
の
軍
隊
生
活
の
一
部
で

す
。

私
の
体
験
　 

愛
知
県
　
鈴
木
勝
美
　 

私
は
昭
和
十
八
年
十
月
三
十
日
、
二
年
間
の
陸
軍
少
年
通
信
兵

学
校
教
育
を
終
わ
り
卒
業
、
同
時
に
南
支
派
遣
第
二
十
三
旅
団
通



信
隊
付
と
し
て
配
属
さ
れ
た
。
昭
和
十
九
年
五
月
か
ら
湘
桂
作
戦

に
七
か
月
間
従
軍
、
約
二
千
キ
ロ
の
作
戦
行
動
を
し
た
。

そ
の
な
か
で
と
く
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
蒙
漢
の
激
戦
で

あ
る
。
蒙
漢
と
は
珠
江
の
上
流
で
一
方
は
川
、
三
方
が
山
に
か
こ

ま
れ
た
要
衝
で
、
こ
の
地
に
中
国
正
規
軍
三
個
師
団
が
集
結
し
て

お
り
、
天
然
の
要
塞
と
思
わ
れ
る
地
形
で
あ
る
。
こ
こ
を
お
と
す

た
め
歩
兵
の
水
野
部
隊
が
渡
河
し
て
攻
撃
を
し
た
。
私
は
通
信
隊

副
分
隊
長
と
し
て
隊
員
十
二
人
で
派
遣
さ
れ
、
歩
兵
部
隊
と
行
動

を
共
に
し
た
。

渡
河
作
戦
に
よ
り
蒙
漢
に
進
攻
し
た
も
の
の
、
中
国
正
規
軍
三

個
師
団
の
反
撃
は
も
の
す
ご
く
、
歩
兵
部
隊
は
完
全
に
包
囲
さ
れ

孤
立
し
た
。
戦
死
者
が
ぞ
く
し
ゅ
つ
、
我
が
通
信
分
隊
十
二
人
に

も
迫
撃
砲
弾
が
直
げ
き
、
二
人
の
戦
死
者
を
出
し
た
。
そ
の
お
り
、

通
信
器
材
に
も
被
害
を
受
け
受
信
機
用
予
備
乾
電
池
を
や
ら
れ
受

信
不
能
に
お
ち
た
。

送
信
機
は
無
事
だ
っ
た
の
で
司
令
部
へ
状
況
報
告
は
出
来
る

が
、
司
令
部
か
ら
の
命
令
は
受
信
で
き
な
い
。
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
連
続

だ
っ
た
。

こ
の
状
況
が
約
一
週
間
つ
づ
き
歩
兵
部
隊
も
半
数
以
上
が
戦
死

ま
た
は
負
傷
し
、
食
糧
も
な
く
な
っ
て
き
た
。

砲
撃
と
Ｐ38

双
胴
戦
爆
機
が
か
ん
だ
ん
な
く
上
空
を
飛
び
、
昼

間
は
行
動
出
来
な
い
。
通
信
用
ア
ン
テ
ナ
を
張
る
と
、
す
ぐ
砲
爆

撃
が
く
る
。
ど
こ
で
み
て
い
る
の
か
と
思
っ
た
。
ア
ン
テ
ナ
も
樹

木
の
間
に
張
り
電
力
を
出
来
る
か
ぎ
り
お
と
し
て
送
信
し
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
全
滅
し
て
し
ま
う
。
な
ん
と
か
通
信
連
絡
を
と

ら
な
く
て
は
と
、
分
隊
長
と
も
相
談
、
私
ほ
か
一
人
の
二
人
で
約

十
二
キ
ロ
離
れ
た
本
部
へ
連
絡
（
乾
電
池
受
領
）
に
行
く
こ
と
に

し
た
。
周
囲
を
完
全
に
か
こ
ま
れ
た
な
か
か
ら
出
る
の
で
必
死
で

し
た
。
十
二
キ
ロ
を
一
昼
夜
か
か
っ
て
通
信
隊
本
部
へ
た
ど
り
着

き
乾
電
池
一
セ
ッ
ト
受
け
と
り
、
状
況
を
司
令
部
に
報
告
し
た
。

そ
の
こ
ろ
、
援
軍
三
個
大
隊
が
蒙
漢
に
向
か
う
と
聞
い
た
。
私

ら
二
人
に
も
歩
兵
一
個
小
隊
を
護
衛
に
つ
け
て
い
た
だ
き
な
ん
と

か
分
隊
に
帰
り
つ
い
た
。

そ
の
後
、
送
受
信
も
完
全
に
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
後
続
部
隊

も
ぞ
く
ぞ
く
と
到
着
、
応
援
に
き
て
く
れ
、
中
国
軍
を
後
退
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。

今
思
え
ば
よ
く
い
の
ち
が
あ
っ
た
と
思
う
。
歩
兵
部
隊
は
半
数

以
上
が
戦
死
ま
た
は
負
傷
し
た
。
わ
が
通
信
隊
の
十
二
人
中
に
も



戦
死
者
を
出
し
た
。
今
で
も
ま
ぶ
た
に
浮
ぶ
。

ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。




